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1 ．はじめに

　現在，我が国の高等教育機関（以下，大学）には，
1100人を越える聴覚障害学生が在籍している（日本学
生支援機構，2008）。これらの学生が大学の授業におい
て十分な学習を行うためには，教員の話や周囲の音情報
を手話や文字に変換して伝える情報保障の支援が不可欠
とされる。現在，聴覚障害学生に対する情報保障手段に
は，教員の話を手書きの筆談によって伝える「手書きノー
トテイク」がもっとも広く用いられている。一方で，最
近はパソコンを用いたノートテイク（以下，パソコンノー
トテイク）も広がりを見せつつあり，今後の主要な支援
手段として期待が寄せられている。また，入力に音声認
識技術を活用したり，インターネットを利用して離れた
場所から支援するなど，ICTの活用によってより柔軟で
効率的な支援が可能になる。
　一方，諸外国に目を向けると，聴覚障害学生支援の先
進国でもあるアメリカ合衆国（以下，アメリカ）では，
もともと裁判所で用いられていた速記タイプライタを聴
覚障害学生支援に活用するなど，幅広く ICT技術が利用
されている（日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワー
ク，2007）。これらの技術の多くが日本においても開発・
使用されているものであるが，アメリカの場合活用方法
が合理的で我が国にとっても参考になることが多い。

　そこで本稿では，ICTを用いた聴覚障害学生支援の方
法について，国内外の動向を網羅的に概観し，現在の到
達点を確認する。加えて全般的な聴覚障害学生支援の現
状をふまえた上で，今後求められる取り組みについて探
ることを目的とする。

2 ．ICTを用いたリアルタイムの情報保障

　大学の授業におけるリアルタイムの情報保障には，
ノートテイクなどの文字による情報保障の他，手話通訳
などがあげられる。ここでは，ICTを用いたリアルタイ
ムの情報保障について，日本と諸外国の取り組みを概観
する。

2.1　日本における取り組み
1）パソコンノートテイク
　ICTを用いた情報保障のうち，最近広がりがみられる
のはパソコンノートテイクである。これは，従来手書き
で行っていたノートテイクをパソコンのキーボード入力
で行うもので，入力の高速化により情報伝達の効率化が
期待できる。
　大学で用いられているパソコンノートテイクの専用ソ
フトには，「IPtalk（栗田，2008）」や「まあちゃん（太田，
2006）」などがあり，いずれもプライベートLANを構築
し，TCP/IP通信を用いることで入力者の入力した文字
が即座に聴覚障害学生の手元のパソコンに表示される仕
組みとなっている（図1）。
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　このうちまあちゃんは，大学での情報保障を前提に開
発されたソフトで，シンプルだが必要な機能がコンパク
トにまとめられている。例えば，大学の授業では一般の
講演会などとは異なり，教員が学生に質問したり，学生
同士の討議が行われたりする。こうした場面に対応する
ためには，入力者のタイプした文字をできる限り早く聴
覚障害学生のパソコンに表示する必要がある。通常，パ
ソコンノートテイクでは，入力文を漢字変換した後，あ
る程度のまとまりになったところでEnterキーを押して
聴覚障害学生用のパソコンに送信するが，まあちゃんの
場合，漢字変換が終わった時点で聴覚障害学生のパソコ
ンに送信される「確定送信機能」があり，入力の即時性
を保つ工夫がなされている1）。
　一方，IPtalkでは元々一般的なパソコン要約筆記2）に
使用することを目的に開発されたソフトで，数多くの機
能が網羅的に搭載されている。中でも二人以上の入力者
が協力して一つの文章を作成していく「連係入力機能」
はパソコン要約筆記の代名詞とも言えるほど広く浸透し
ているもので，大学における情報保障でも有効に活用さ
れている。これは，話されている文章を句や節などの単
位に区切り，複数の入力者が交互に分担しながら入力し
ていくものである（図2）。入力者は互いにモニタ部と
呼ばれるウインドウから相手の入力の様子を確認し，相
手の入力速度や話の内容からリアルタイムに分担箇所を
決定・入力していく。互いに息があわないと一貫した文章

の作成は難しいが，習熟した入力者であれば通常の1.5～
1.8倍程度の文字を入力することが可能である。最近で
は，この連係入力機能を用いて情報保障を行う大学も増
えており，今後大学授業においても拡大が期待される手
段である。
　一方，こうしたパソコンノートテイクをベースに，無
線LANや携帯端末を組み合われることでより柔軟なシ
ステムを構成する取り組みも広がっている。その代表的
な例が，SONY社製PlayStation Portable（以下，PSP）
を聴覚障害学生用の表示端末として用いるものである。
これは IPtalkで入力した文字を IPtalk Broadcaster（森，
2008）等のソフトを介してリアルタイムにHTML変換し，
PSPの無線LAN機能を用いてブラウザで文字を見る方
法である。こうした手段は，同じ教室内の離れた場所か
ら支援が可能で，また端末が安価で手軽に購入できるこ
とから，小学校や中学校などの教育機関で広く用いられ
ている（宮下，2008など）。同様に，ソフトや機材の組
み合わせを変更することで任天堂社製Nintendo DSや携
帯電話などを表示端末として用いることもでき，その場
の状況に応じた表示の方法が多く検討されている（ミル
ソフト，2008など）。
　これに対して，大学ではこうしたゲーム機による表示
では，画面の範囲が小さすぎて十分に情報が伝えきれな
かったり，一般的にゲーム機よりもノートパソコンの方
がなじみが深いことから，表示端末としてはノートパソ
コンを用い，パソコンの無線LAN通信を用いて離れた
場所からの支援を行うことが多い。こうした手段は，聴
覚障害学生がそばに情報保障者をおきたくないと感じる
場面や実習など動きのある場面で有効で，ディスプレイ
のみのタブレットPCなどを表示端末として利用するこ
とで，さらに利便性は高くなる。
　この他，パソコンノートテイクの情報量に手書きの利
便性を加えるため，通常のボールペンに近いデジタルペ
ンの活用なども考えられ，今後聴覚障害学生のニーズに
応じてより柔軟な ICTの活用が期待される。
2 ）音声認識技術の活用
　パソコンノートテイクの他に，現在大学の情報保障と
して用いられており，今後の展開が期待されるものに音
声認識技術があげられる。これは話し手の音声をコン
ピュータに認識させ，文字として表示するもので，現在
数校の大学で実際に支援現場に取り入れられている。
　ただし，教員の音声をそのままコンピュータに認識さ
せただけでは，十分な認識精度が得られないことから，
いずれの報告でも認識結果に修正を加えるなど精度を上
げる工夫がされている。このうち黒木ら（2006）や金澤
（2004）立入ら（2007）三好ら（2007）では，教員の話
を聞いて復唱を行う復唱者を間に入れ，よりコンピュー
タに認識させやすい音声で入力を行う「復唱方式」が採
用されている。加えて認識された結果は，LANで接続

図1　パソコンノートテイクの概要

図2　IPtalkを用いた連係入力（模式図）
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された修正者のパソコンに送信され，誤認識が修正され
て聴覚障害学生用パソコンに提示される。これにより，
音声認識に含まれる誤認識を低減し，生成される字幕の
精度を高めている。
　ただし，こうした過程にはある程度の時間が必要で，
教員の音声が話されてから復唱・修正を経て最終的な文
字が提示されるまでに10秒前後かかるとの報告がされ
ている（黒木ら，2006）。また，音声認識を用いると話
者の言い回しをほぼ原文通りに文字化することができる
が，話し言葉と書き言葉の違いから，かえって読みづら
い文章になることも指摘されている（中野ら，2006）。
そのため，字幕の精度向上とタイムラグの低減，ならび
に聴覚障害学生にとって読みやすくかつ原文の内容を損
ねない表示方法といった点が今後の技術的な研究課題と
言えるだろう。
3 ）速記タイプライタの活用
　文字を用いた情報保障の方法には，フルキーボードを
用いた入力，音声認識による入力の他に，速記タイプラ
イタによる入力があげられる。これは裁判所で用いられ
る特殊な速記タイプライター（ステノワード，ステンチュ
ラなど）を用いて文字入力を行うもので，主にテレビの
生放送字幕の作成などに用いられている。入力には特殊
な技術が必要であるが，熟達したオペレータであれば
320文字／分以上の高速なスピーチであっても約99％の
文字入力が可能とされている（西川ら，2004）。
　一部の大学では，パソコンノートテイクが現在のよう
に普及する前からこうしたシステムを情報保障に取り入
れており，ネットワークを介して全国どこの地域にいて
もサービスを受け取ることが可能なシステムが構築され
ている（小林ら，1998）。また，入力された文字を携帯
端末に表示するなどの試みも行われているが（小林ら，
2008），サービス自体が高額なこともあり，現時点では
全国的な普及には至っていないのが現状である。
　一方，後に述べるようにアメリカではこうした速記タ
イプライタによる情報保障が文字による支援の手段とし
て広く一般に利用されている。これらは，日本のパソコ
ンノートテイクに似た「要約型」サービスに対して，「全

文入力型」サービスとして位置づけられており，文字に
よる支援の重要な選択肢の一つになっている。こうした
違いが生まれた背景には，アメリカのパソコンノートテ
イクが連係入力を用いない単独入力によるものであるこ
とが影響しているものと考えられる。すなわち日本では，
連係入力によるパソコンノートテイクを用いれば，相当
量の情報が伝達できるため，全文入力型サービスに対す
るニーズが生じにくいのではないかと推察される。しか
し，話し言葉をそのまま文字化する全文入力型サービス
にも，教育上重要な役割があると考えられ，日本におい
てもこうした技術の利用について改めて検討する余地は
あるのではないかと考えられる。
4 ）遠隔地からの情報保障
　大学における情報保障には，高度な情報保障技術の他
に専門分野における知識を兼ね備えた情報保障者が必要
とされる。このことはノートテイクやパソコンノートテ
イク・手話通訳など，どの情報保障手段を用いる場合で
あっても共通しており，知識と技術を有する情報保障者
の確保は大学における支援を考える上で非常に大きな問
題となっている。
　こうした情報保障者の不足を技術的に解決するための
手段として，大学外の離れた場所から情報保障を行う遠
隔情報保障があげられる。これはインターネット回線や
その他の通信手段を用いて，大学の授業の様子を情報保
障者が待機するスタジオに送信し，文字や手話による情
報保障を行うとともに，この結果を教室に送り返す方法
である。こうした遠隔地からの支援を用いれば，離れた
キャンパスや他大学，あるいは地域の情報保障拠点と
なっている施設等から情報保障を実施することができ，
数少ない専門の情報保障者を全国の大学に効率的に配置
できると考えられる。
　現在のところテレビ会議システムとインターネット回
線を用いて手話通訳やパソコンノートテイクの映像を送
信するシステム（内藤，2004）や，速記タイプライタの
入力をインターネット回線や ISDN回線を用いて受信す
るシステム（小林ら，1998；三好ら，2007），専用ソフ
トをもちいて遠隔地からのパソコンノートテイクを容易
に行えるシステム（三好ら，印刷中）などが開発・使用
されている。また，同じ大学の異なるキャンパス間で内
線電話の回線などを用いてパソコンノートテイクを行う

図3　「復唱方式」による情報保障

図4　遠隔情報保障システムの概要
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試み3）や遠隔地からのパソコンノートテイクを担うNPO

法人等も設立されており（日本遠隔コミュニケーション
支援協会，2008），今後ますます普及が期待される。
5 ）情報保障者に向けた支援
　リアルタイムの情報保障における ICTの活用について
は，これまでに述べてきたような聴覚障害学生に向けた
支援の他に，よりよい情報保障に向けて情報保障者側に
支援をする方法についても検討が行われている。
　例えば内藤ら（2002）は，通常手話通訳者がスライド
などの情報に背を向けて情報保障を行っているのに対
し，これらの情報をモニタを用いて手話通訳者の前に提
示することで，通訳時の負荷を軽減し，効果的な通訳に
つながることを検証している。この他，情報保障者に向
けて難解な専門用語をキーワードとして提示すること
で，情報保障の質を高める等の工夫などもあり（加藤ら，
2006），こうした技術の普及によってより情報保障の質
の高まりが期待できる。
6 ）学習支援ツールとしての情報保障
　大学における聴覚障害学生への支援においては，聴覚
障害学生の教育を支援するという特性上，一般の情報保
障場面とは異なるニーズも生じる。
　例えば，パソコンノートテイクを介して授業を受けて
いる際には，聴覚障害学生が自ら重要なポイントをノー
トに書き写すことも多い。その際，学生がノートに目を
移している間もパソコンノートテイクのスクロールは進
んでいくため，一時的にスクロールを止めたり，早回し
する機能があってもよいだろう。また，手話通訳を用い
る場合であっても，ノートを書いている間通訳を一時停
止したり，手話通訳と文字を効果的に組み合わせて情報
保障を行うことで，聴覚障害学生の学習がより促進され
る可能性もある。
　こうした聴覚障害学生の利便性を考えて，IPtalk（栗
田，2008）では大学での情報保障で用いることができる
パソコンノートテイク機能が搭載されている。これは，
聴覚障害学生用のパソコンでスクロールを一時的に止め
たり，内容をさかのぼって表示したりする機能で，同時
に自分のパソコンに送信されてきた文字を利用して，
ノートを作成したり，ログを参照しながら復習すること
もできる4）。
　また，河野ら（2007）は遠隔情報保障システムを介し
て提示される手話通訳の映像に，教員が用いるスライド
やキーワードを合成して提示する方法について効果の検
証を行っている。スライドには，タブレットPCを用い
て下線などが書き込まれ，教員が示した箇所がよりわか
りやすく明示できるよう工夫されており，キーワード表
示部には専門用語だけでなく，テレビ番組のテロップの
ように教員が話している内容の要点等が入力される。
　このような情報保障の方向性は，大学ならではのニー
ズに対応した新たな情報保障のあり方を求めるもので，

いわば学習支援ツールとしての情報保障とも言うべき新
しい価値観を提示している。
　従来，聴覚障害者に対する情報保障の分野では，音は
消えていくものとの考えから，情報保障として表出され
る文字を一時的に止めたり，再利用することは倫理的に
不適切との考えがされてきた。また，話の要点を文字で
提示する等の支援についても，情報を保障するという本
来の情報保障の役割から考えると，過剰な支援との見方
もあるかもしれない。しかし，大学における情報保障の
目的は，聴覚障害学生への学習支援であり，この点を基
軸に考えると，このような聴覚障害学生の利便性を考慮
に入れた支援ツールは，むしろ大学における本質的な情
報保障のあり方を提示しているものといえるだろう。ま
た，日本語と手話，話し言葉と書き言葉は本来特性の異
なるものであり，単純に一方を他方に置き換えたのみで
は十分な情報保障にならない場面も生じる。こうした点
を補うためにも，既存の情報保障の枠を超えた支援手段
についても今後検討を行っていく必要があるだろう。

2.2　アメリカにおける ICTの活用
　これまで大学の授業におけるリアルタイムの情報保障
について，日本国内の例を紹介してきた。一方，聴覚障
害学生への支援については，世界的にもアメリカの取り
組みが先行しており，この中では ICTも効果的に活用さ
れている。
　アメリカの高等教育機関で，最も多く用いられている
情報保障手段は手話通訳である。多くの場合，聴覚障害
学生は大学に設置あるいは登録された手話通訳者から手
話通訳サービスを受けるとともに，記録としてのノート
テイクを併用する形で授業に参加している。一方，こう
した手話通訳による支援が広がる反面，文字による支援
ニーズを持つ聴覚障害学生に対しては，手書きのノート
テイク以外に確固たるサービスが提供できてこなかった
背景があった。これに対して，近年各種情報機器の普及
や文字による支援方法の開発が進み，ようやく文字によ
る情報保障が1つの支援手段として定着するようになっ
てきた。加えて，高大なアメリカの国土をカバーするた
めに遠隔情報保障技術も一部使用が開始されている。以

図5　画面合成による情報保障の組み合わせ
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下にその内容を概説する。
1 ）速記タイプライター（CART）の活用
　文字による情報保障手段のうち，広く一般的に用いら
れているのが，裁判所で用いられる速記タイプライタを
利用したサービスである。代表的なものにCART（Com-

munication Access Realtime Translation）があり，文字に
よる情報保障手段のうち最も主要な方法の1つとなって
いる。これは，特殊なキーボードを用い，複数のキーを
同時にタイピングすることで，単語や音節の組み合わせ
を入力できるものであり，一般的なキーボードよりも少
ないキーストローク数で多くの文字を入力できる。もと
もとは裁判所の口述筆記に用いられていたものである
が，聴覚障害者の情報保障支援のために改行や話者の明
示等の一定のルールを作成し，用いているとのことであ
る。
　特に，都心部などオペレータの確保しやすい地域では
頻繁に用いられ，大学の授業でも多く利用されている。
ただし，サービスが高額である点は日本と同様に大きな
課題になっており，高校や文字による情報保障を多数用
いる教育機関などでは，CARTではなく次に示すパソコ
ンノートテイクなどの手段が用いられることも多いよう
である。
2 ）パソコンノートテイク（C-Print，TypeWellなど）
　文字を用いた情報保障のうち，近年特に広がりを見せ
ているのはノートパソコンを用いた要約筆記サービスで
ある。アメリカではText Interpreting, Laptop-to-Laptop

等さまざまな呼び方がされているが（STSN, 2007），こ
こでは便宜的にパソコンノートテイクと呼ぶことにす
る。
　アメリカで用いられるパソコンノートテイクには，代
表的なものにC-Print（National Technical Institute for the 

Deaf，不明）やTypeWell（TypeWell, 2007）等があげら
れる。いずれも聴覚障害者の要約筆記を目的として開発
されたコンピュータソフトで，ソフトの名称が，そのま
まサービス名としても用いられている。これらは一定の
ルールに基づく短縮入力により情報量を増やす工夫がな
されており，オペレータが入力した文字がネットワーク

を通じて聴覚障害学生の持つパソコンに表示される。入
力は1人で行うため情報量に制限があるが，オンライン
上のeラーニングシステムを用いたトレーニングコース
等も用意されていて，短期間で必要な人材が育成できた
り，サービスが比較的低額であるため，教育機関では
CARTに代わるサービスとして注目されている。
　また，CARTによるほぼ100パーセントの文字情報を
読みこなしていくためには，聴覚障害学生自身にも相当
レベル以上の言語力が必要とされる。そのため，聴覚障
害学生自身のニーズとしても，ある程度要約した情報を
求める声が挙がっている。しかし，手軽に養成が可能な
反面，オペレータの質のばらつきも指摘されており，資
格基準を設けるための協議も行われている。
3 ）音声認識技術の活用
　今後広がりが予想される支援方法としては，音声認識
を用いた情報保障があげられる。上記のC-Printでも音
声認識による入力と一般のキーボードをもちいた入力を
選択可能なシステムになっているが，この他にも各種音
声認識エンジンを用いた支援の試みが各地で行われてい
る。この多くが，授業を担当する教員の声を復唱してコ
ンピュータに認識させる復唱者を間にはさむシステムで
あり，一部の大学では恒常的に使用している例も見受け
られる。
4 ）遠隔情報保障
　ネットワークを介した情報保障として，特筆すべきは
インターネット回線を利用したテレビ電話を使って手話
通訳者が電話通訳をビデオリレーサービス（VRS）であ
ろう。これは，聴覚障害のある利用者がパソコンやテレ
ビ電話端末を用いてオペレータに接続し，こうした機器
を持たない人と通話するもので，間に立つオペレータが
電話の音声を手話に，手話を音声に変換して伝える。ア
メリカでは，これまで同様のサービスとしてTTY（テ
レタイプ電話）が用いられてきたが，手話の方がタイム
ラグが少なく，通常の電話と同様の間隔で会話が可能な
ことから，近年急速な広がりを見せている。
　また，こうしたVRSの広がりを受け，一般の手話通
訳派遣会社でもテレビ電話端末を用いた手話通訳サービ
スをはじめる例も増えてきている。例えばニューヨーク
州にある Interpretekでは，病院などと契約し聴覚障害
の利用者が訪れた際に，呼び出しに応じてテレビ電話を
利用して手話通訳を行う等のサービスを実施している
（Interpretek, 2008）。また，大学でも情報保障者の不足
により近隣の大学からテレビ電話を用いて手話通訳を
行ってもらう等の例も出てきており，今後拡大が予想さ
れる。

3 ．その他の ICT活用

　これまで聴覚障害学生に対する授業中のリアルタイム図6　速記タイプライタ（CART）
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の情報保障について国内外の状況を述べてきた。一方，
こうした情報保障を成立させるためには，支援者の確保
や養成・コーディネートといった支援を支える体制の構
築が不可欠である。また，リアルタイムの情報保障に次
いでニーズの高い字幕メディアの作成についても，ICT

の活用できる範囲は広く，手軽に利用できるシステムの
開発が求められている。ここでは，大学の授業における
リアルタイムの情報保障以外に ICTの活用が可能な場面
をとりあげ，取り組み事例を紹介する。

3.1　字幕メディアの作成
　授業中用いられるビデオ教材への字幕挿入について
は，通常スーパーインポーズ方式を用いたリニア編集や
動画編集ソフト等を用いたノンリニア編集が用いられて
いる。
　こうした字幕メディアの作成には，動画で話されてい
る内容を正確に書き起こし，字幕として整形するととも
に，音声に同期させて挿入し編集する作業が求められ，
人手も時間も必要となる。こうした作業量を少しでも減
らし，効率的に字幕の挿入を行うために，各大学では独
自の工夫が行われている。
　例えば，高畑ら（2007）は書き起こし文の作成に復唱
方式の音声認識を用いることで，字幕の元となるテキス
トファイルの作成に要する時間を大幅に短縮している。
また田中（2004）では，ビデオ教材を動画ファイルに変
換し，5分ごとの短いクリップにしてWebサーバーにアッ
プロードすることで，多人数の支援者が分担してテープ
起こし作業を行い，短い時間で書き起こし文を完成させ
る方法を実施している。
　一方，市販されている動画を元に字幕メディアを作成
するためには，著作権の許諾が必要とされる。これに対
して，大倉（2007）は動画と同期させて字幕を表示する
とともに，元の動画には一切改変を加えない字幕作成プ
ログラムを開発・公開している。これはブラウザ上で使
用可能なオンラインプログラムで，登録さえすれば全国
のどこの地域からでも使用することができる。しかも，
IPtalkによる入力を直接タイムコード付きの字幕ソース
ファイルにすることができるため，動画を流しながらパ
ソコンノートテイクを行うことで，動画に同期した字幕
を作成・保存できるなど，手軽に字幕メディアを作成で
きる工夫がなされている。
　同様に，日本アイ・ビー・エム（2007）でも動画と同
期した字幕の表示が可能なシステムを構築している。こ
れは，音声認識技術を用いて音声をテキスト化し，必要
な修正を加えた上で提示するもので，ネットワークを用
いて多人数で修正作業を行える等の工夫がなされてい
る。

3.2　ICTを用いた支援者養成の試み
　聴覚障害学生の支援には，ノートテイカーやパソコン
ノートテイカーをはじめ多数の支援者が必要とされる。
また，障害学生の支援に関わる人々への啓発も重要で，
現在各大学では多くのFD・SD講座や支援者養成のため
の講座が開講されている。また，最近ではこうした支援
者の養成・啓発にe-Learningを用いる試みも出始めてお
り，動向が注目される。
　例えば，日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク
（2007）では聴覚障害学生支援に関わる職員向けの情報
を1つにまとめ，オンライン講座として提供している。
　また，広瀬（2008）は障害学生支援に関わる講演や研
修会のビデオアーカイブをオンデマンドで閲覧可能なサ
イトの構築をはかっている。ここでは，大倉ら（2007）
の開発による同時同期型字幕挿入システムを用いてすべ
ての映像に字幕の挿入がなされており，字幕やスライド
の任意箇所を選択することで，該当箇所の動画が閲覧で
きるアクティブ字幕方式がとられている。
　一方，多数の支援者を養成しているアメリカでは，オ
ンラインノートテイカー養成講座（PEPNet-Northeast, 

不明）など，多数のe-Learningコンテンツが用意されて
いる。また，FD教材として聴覚障害学生が自ら自分の
体験について語る様子がストリーミング配信されている
サイトもあり（National Technical Institute for the Deaf, 

2005など），聴覚障害学生が望む支援の内容をより身近
に感じさせる工夫がなされている。これらのコンテンツ
はいずれも目新しい技術を用いたものではないが，より
広く多くの人からアクセス可能であるというWebの特
性をうまく利用した事例として紹介しておく。

3.3　ICTを用いたコーディネート支援
　聴覚障害学生への支援を行う上で忘れてはならないの
が，情報保障者を確保し派遣するコーディネート作業で
ある。これらは多くの場合，大学職員や学生によって行
われているが，シフトの作成に始まり，日々の連絡調整，
休講時の連絡，謝金処理など，作業量も多く負荷も高い
仕事とされている。また，コーディネータが複数存在す
る場合には，情報の共有も重要な課題とされており，イ
ンターネットや ICTを用いて何とか負荷を軽減する方法
が探られている。
　例えば全国聴覚障害者情報提供施設協議会（2006）で
は，一般の情報提供施設で用いられるコーディネートソ
フトを開発しており，全国の情報提供施設に向けて配布
している。これは，情報保障の依頼や派遣件数の把握，
謝金処理などに用いることができるソフトで，1回ごと
の依頼に対して情報保障者を確保する一般的な情報保障
環境では有用に活用することができる。しかし，大学の
場合，毎週継続される授業に一定のシフトに基づいて情
報保障者が派遣されるため，情報提供施設に向けたコー
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ディネートソフトでは対応しづらい部分も多い。
　一方，高橋（2007）は携帯電話を用いて情報保障者間
の連絡をスムーズにするためのアプリを開発している。
phpを用いたWebアプリで情報保障者の出欠を管理した
り，関係者に向けたメッセージを一斉送信するなどの機
能が備わっている。この他，大学の中には独自にシフト
管理のためのシステムを構築している例もあるが5），今
のところまだ一般化しているものではなく，今後の開発
に期待したい。

4 ．まとめと今後の展望

　本稿では，聴覚障害学生支援における ICTの活用につ
いて，国内外の事例を元に広く概観してきた。このうち
リアルタイムの情報保障については，従来より行われて
きたパソコンノートテイクや手話通訳にさまざまな通信
技術等を組み合わせることで，より自由な活用方法を生
み出している現状が明らかになった。特に，文字による
情報保障では，音声認識技術や速記タイプライタの活用
など入力方法に広がりが見られており，今後より多彩な
手段の中で必要な支援を選択できる状況が生まれること
が期待される。
　一方，日米における ICTの活用状況を比較的に検討し
たところ，文字を用いた情報保障支援の分野では普及し
ているサービスのタイプに違いが見られた。すなわちア
メリカの場合CARTのような全文入力型のサービスと要
約型のサービスが共存しており，状況に応じて使い分け
がなされていた。これに対して，日本ではこの中間的位
置に存在する連係入力によるパソコンノートテイクが一
般的に用いられるのみで，それ以外の形態は一部の機関
で使用されているにすぎなかった。特にCARTのような
全文入力型のサービスはまだまだ普及している状況には
あらず，今後発展の道を探る必要があるのではないかと
考えられた。これにはアメリカと同様速記タイプライタ
を用いる方法の他に，音声認識技術の使用も重要な選択
肢となることが予想される。特に復唱方式を用いた音声
認識技術による情報保障は，一部の大学で情報保障手段
として取り入れられはじめている段階で，今後さらに発
展の期待できる技術といえよう。
　一方で音声認識技術に対するニーズの中には，こうし
た全文入力を求めるものの他に，パソコンノートテイク
に変わる手軽な情報保障手段としての期待も寄せられて
いる。つまり，パソコンノートテイクを担当できるほど
の入力スキルがなくても，音声入力により手軽に情報量
の多い支援が提供できれば，一般の大学でもより ICTを
用いた情報保障が普及するのではないかとの考えであ
る。実際，本稿で紹介した以外にも一部の大学では手書
きノートテイクからパソコンノートテイクに移行するま
での段階で，学生の入力スキルに見合った手段として音

声認識技術を採用する例も出てきている。アメリカにお
いてもこのような音声認識技術の方向性については，現
在いくつかのパターンが出現しているところであり，今
後わが国でも複数の方向性を視野に入れて開発を進めて
いく必要があるだろう。
　この他，将来的に聴覚障害学生への支援体制をより強
固なものにしていくためには，ネットワークを用いた相
談体制の構築や遠隔情報保障を利用した情報保障者の派
遣，さらには支援に関わる知識のストレージ化といった
必要性が高まってくることだろう。特に遠隔による支援
体制の構築は，システム的な開発はもちろん，人材面で
の体制整備も検討する必要があり，早急な対応が求めら
れる。また，文字と手話あるいはキーボード入力と手書
きの組み合わせなど，従来の情報保障の枠にこだわらな
い支援のあり方についても，今後まだまだ検討の余地が
あり，聴覚障害学生の学習を真に支える支援手段の開発
が望まれる。
　大学における聴覚障害学生への支援は，ここ数年で飛
躍的な変化を遂げた。しかし，現在のところまだ一般的
な講義場面への支援の方法がおぼろげながら形になりは
じめてきたに過ぎない。この他にも語学や実習などの特
殊な授業あるいは専門分野への対応，オンライン講座を
用いた情報保障者の養成やその他支援業務の効率化な
ど，ICTの活用可能性は大きい。今後ますます広がりゆ
く土壌に対して，一層の貢献ができるよう本分野の研究
発展に期待を寄せるところである。

注
1）ただし，IPtalkにおいても聴覚障害学生用パソコンにお
いて入力確認用のモニタを表示させることで，リアルタ
イムに入力文を確認することが可能である。

2）パソコンノートテイクと同様に，話し手の音声をキー
ボードで入力していく方法で，一般の講演会等で行われ
るもの。本稿では大学におけるパソコンノートテイクの
特殊性を考慮して，一般のパソコンを用いた情報保障と
は呼び名を分けることにする。

3）群馬大学における取り組みで，以下の報道にて紹介され
ている。

　　「聴覚障害学生を支援，遠隔操作で講義を字幕に」
　　毎日新聞2008年7月9日
4）パソコンノートテイクのログは誤りを含む可能性がある
ため，内容は聴覚障害学生が吟味して用いるともに，最
終的には授業を行った教員が内容の正確性を確認すべき
ものである。

5）同志社大学など。以下に概要が掲載されている。
　　日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（2007）同
志社大学訪問レポートその2  2007年8月8日  

〈http://www.tsukuba-tech.ac.jp/ce/xoops/modules/tinyd4/

index.php?id=87&tmid=122&tmid=122〉（2008年 9月 30
日）
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　In recent years, more and more students who are Deaf or hard of hearing has been enrolled 
in postsecondary institutions. The promotion of support service for them has been brought to 
light. To support students who are Deaf or hard of hearing, various kinds of information 
communication technology can be used and applied to different situation. Using laptop 
computer to show what teacher has just said through typing is the one simple example of 
this. Moreover, new technology such as automatic speech recognition systems, remote 
communication technology have been came up in this field, and the application of these 
techniques has been remarkable.
 　In this paper, the overview of support service applying ICT is described through two parts. 
One is the technology used in class to promote real-time communication access, the other 
one is the technology used off class such as making captioned media or reducing coordinators 
task. Furthermore, the example in America is also described in this paper. It offers the key to 
an understanding of Japanese feature of utilize of ICT and the direction what we should do in 
the future.
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